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2 足立基浩 「まちづくりの個性と価値」日本経済評論社、2009 年を参照。  
















































I. すぐに実施できるものを優先させる（判断基準 1：時間制約）  
II. 低予算でできるものを優先させる（判断基準 2：予算） 
III. 実施母体が明確なものを優先させる（判断基準３：実現性） 
IV. 経済効果が発生するものを優先させる（判断基準４：効果）  











表 1 再生策計画マトリクス 
タイトル 第 1 案 ぶらくり
丁 大 通 り 歩 行 者
天国化 
第 2 案 個店
及びエリアの
魅力再生 






第５案  商 業
地のショッ ピ
ングモール化 
内容 毎 月 あ る 週 の 土
曜日、もしくは日
曜 日 に ぶ ら く り
丁 の 通 り を 歩 行
者天国にし、スト
リ ー ト パ フ ォ ー
マ ン ス や フ リ ー
マ ー ケ ッ ト 等 自































初期 ○  ○ ○  
中期  ○    
長期     ○ 
 
表 1 の 5 種類の案を総合的に評価すると、「個店の魅力再生＋ウオーキング（歩行者天
国も合流）の抱き合わせ戦略」が実現可能性の面でも、また効果などの面でも妥当と考え
られる（表 1 の第 1，2，3 案参照）。 
さらにまちなか勉強会を実施することで街づくりのシンクタンク的役割をも担うこと
ができよう(第 4 案)。なお、長期的な視点からは、3 年後をめどに商業施設のショッピン
グモール化などについても考えられる（第 4 案を実施する中で第 5 案を検討）。これらの
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日 時：平成 22 年 3 月 17 日、18 日、23 日 
手 法：面接法（アルバイト 2 名が 3 日間調査）  
配布数：合計 78 名 
 
調査対象の属性だが、男性女性比率が 51：48、平均年齢が 30 歳であった。地域的には


















 続いて、地図の見やすさについて質問してみた。  
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(主査) 足立 基浩  和歌山大学経済学部准教授  
萬羽 昭夫  財団法人和歌山社会経済研究所研究部長  
藤代 正樹  財団法人和歌山社会経済研究所主任研究員  
鈴木 孝明  財団法人和歌山社会経済研究所主任研究員  
畑  光穂  和歌山商工会議所企画・街づくり支援室リーダー  
藤村 幸司  和歌山商工会議所企画・街づくり支援室主事  
大泉 英次  和歌山大学経済学部教授 
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辻本 勝久  和歌山大学経済学部准教授  
山田 良治  和歌山大学観光学部教授 
堀田 祐三子  和歌山大学観光学部准教授  
山本 敤子  和歌山大学経済学部助教 
（注 : メンバーの所属・肩書きについては平成 21 年度時点）  
 
【研究会・活動】 
研究会を 8 回開催。 
 
 
